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仮想学習環境におけるスケール感の心理物理学的検討

A Trial study of Psychophysics about Scale Perception in VLE（Virtual Learning 

Environment）
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　学習における情意面について，主観的な評価だけではな

く，生体情報を用いた，客観的な評価が求められている．一

方，上継ら（2019）はÈÍÄ（Èeáä Íïunteä Äéópláù）

上で提示した仮想学習環境において，3Äモデルの大きさ知

覚（以下：スケール感）に注目し，実験的に検討した．し

かし，スケール感について，複合的な評価はなされていな

い．本研究では，上継ら（2019）の仮想学習環境において，

スケール感を得ている際の情意面について，主観評価だけ

ではなく，生体情報と併せて評価した．
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　実験参加者は，大学生および大学院生22名（平均年齢

25®9，SÄ½6®0）であった．条件として，ÈÍÄ上で仮想学

習環境を体験するÈÍÄ提示条件と，ディスプレイ上で仮

想学習環境を体験するディスプレイ提示条件を設けた．ま

ず，質問紙を用いて，８下位尺度から構成される寺崎ら

（1991）の多面的感情状態尺度・短縮版40項目に，４件法で

回答させた．続けて，皮膚コンダクタンスを計測する機器

を装着したのち，記録を開始した．記録開始後，５分間の

安静状態（前安静期）をおき，課題を５分間遂行させた（課

題期）．課題では，仮想学習環境で提示した海洋生物の3Ä

モデル（カンムリブダイ，アオウミガメ，ミナミマグロ，ク

ロマグロ，シロワニ，ザトウクジラ，シロナガスクジラ）

を自由に観察させた．課題終了後，５分間の安静状態（後

安静期）をおき，質問紙を用いて課題期と後安静期の主観

感情評価について，回想法により，回答させた．その後，仮

想学習環境で提示した海洋生物（アオウミガメ，クロマグ

ロ，シロワニ，ザトウクジラ）の体長について，ビニール

テープを用いて実空間で再現させた．上記の手順終了後，休

憩時間をおき，同様の手順を繰り返した．なお，提示条件

の順序については，カウンターバランスをとった．
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　スケール感は，提示条件に関する要因（提示要因）と3Ä

モデルに関する要因（モデル要因）からなる二要因参加者

内分散分析を行った．また，皮膚コンダクタンス，多面的

感情状態尺度・短縮版における各下位尺度は，提示条件に

関する要因（提示要因）と期間に関する要因（期間要因）

からなる二要因参加者内分散分析を行った．

��ǽፀ౓

����ǽʃɻ˂ʵ৞

　分析の結果，交互作用がみられた（Æ ¨3¬63©½12®23¬ p 

¼®01）．単純主効果の検定を行ったところ，ÈÍÄ提示条件

は，ディスプレイ提示条件に比べて，クロマグロ，ザトウ

クジラで平均値が有意に高いことが示された（クロマグロ：

p ¼®01，ザトウクジラ：p ¼®01）． 
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　22名中２名データの欠損がみられたため，20名を有効

データとして扱った．分析の結果，提示要因および期間要

因の主効果が有意であった（提示要因：Æ ¨1¬19©½4®02¬ p 

¼®10，期間要因：Æ ¨2¬38©½8®19¬ p ¼®01）． 
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　分析の結果，３下位尺度（活動的快，親和，驚愕）で，交

互作用がみられた（活動的快：Æ ¨2¬42©½7®60¬ p ¼®01，親和：

Æ ¨2¬42©½10®98¬ p ¼®01，驚愕：Æ ¨2¬42©½8®44¬ p ¼®01）．単純

主効果の検定を行ったところ，ÈÍÄ提示条件では，ディ

スプレイ提示条件に比べて，課題期において，活動的快，親

和，驚愕の平均値は有意に高いことが示された（活動的快：

p ¼®01，親和：p ¼®01，驚愕：p ¼®01）．
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　ÈÍÄ上の仮想学習環境では，ディスプレイ上に比べて，

よりスケール感を得ていたことが示された．また，皮膚コ

ンダクタンスが上昇していたことが示唆され，主観感情と

して，驚愕や活動的快，親和が高まっていたことが示され

た．今後の課題は，生理指標と主観評価の対応関係につい

て，より詳細に検討することである．
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対面授業と eラーニング授業における学習者の活動傾向の相違に関する研究

Study of Differences in Activity Tendencies between Face-to-Face and 

e-Learning Classes
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　2020年はÃÏÖÉÄ­19の影響による、各学習機関への入構

禁止や対面授業の自粛要請、授業開始時期の延期が行政よ

り求められた。学習環境は大きく変わり、eラーニングを

用いた授業の必要性が高まり、実施されてきた。

　eラーニングを用いた学習では、多様な学習活動におけ

る効果的な学習環境の支援（松田ら 2007）が重要であると

考えられている。

　一方、近年学習者は主体的に学習に取り組み、自身の学

習活動の評価をすることが求められている（中央教育審議

会 2020）。ならびに学習者が自律的、主体的に学ぶには振

り返りの活動が重要である（Sá÷ùeò 2019）と考えられて

いる。このような社会背景を考慮し、本研究では対面とe

ラーニング形式で授業を受講した、学習者の学習環境が異

なることに着目し、双方の学習活動や授業の内容理解の傾

向に、どのような相違があるかを明らかにすることを目的

とした。
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　本研究の対象者はÐ大学Ñ学部で開講されている、授業Ø

において、2018年度に対面授業で受講した通学生97名と、

2020年に同授業を、非同期型eラーニング形式で受講した

通学生69名のワークシートデータを分析対象とした。

　本研究は研究１、２、３で構成されている。研究１では

対面とeラーニング授業の傾向を概観し、ワークシート単

位で分析を進める。受講者が記述したワークシートの文字

数や授業理解の得点の相関や、平均の差について確認を進

める。ならびにeラーニング受講者の学習時間の記録より

①学習時間の長さ②受講スタイル（連続・分割）③受講日

時、これらの３つの指標を用いて関係を分析する。

　研究２では、研究1で用いた分析対象の指標を受講者別に

置き換え、研究1と同様に分析を進める。

　研究３では、双方の受講者が授業の振り返りの段階で、授

業理解をどのように捉えたか、そのリフレクションの記述

内容をもとに分析を進める。分析方法はまずSÃÁÔ（大谷 

2007・2011）を用いて、「理解度をつけた理由」の記述内容

の概念化を図る。そののちに、受講者のリフレクションの

浅深といった指標より、分類・分析を進める。ならびに記

述量や学習時間の使い方との関連も、あわせて確認する。
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　受講者がワークシートに記載した文字数と理解度の平均

値と標準偏差を確認したところ、対面授業では文字数；Í 

½308®0¬ SÄ ½127®8理解度；Í ½84®9¬ SÄ ½11®8、eラーニン

グ授業は文字数；Í ½445®0¬ SÄ ½188®5、理解度；Í ½84®8¬ 

SÄ ½13®3という結果となった。この結果から、双方の文字

数と理解度の平均に差があるかを確認したところ、文字数に

のみ有意差が認められた（t ¨1761© ½18®09¬ p ¼®001）。

　次にeラーニング授業の学習時間の使い方について、クロ

ス集計し、カイ二乗検定を行なった。結果、連続で90分未

満、授業配信当日に受講した割合と、分割で106分以上、開

講中に受講した割合が有意に高いことが明らかとなった。

����ǽᆅሱᴯɁፀ౓

　受講者が１回の授業にかける平均を見たところ、学習時

間は84分（SÄ ½ 26）、理解度は84®7点（SÄ ½ 9®5）、文字数

は447®8文字（SÄ ½ 102®0）であった。これらの相関を確認

したところ、文字数と学習時間の長さにおいてのみ、弱い

相関（ò ½®29¬ p ½ ®02）が確認された。

　一方、学習時間の使い方についてクロス集計を用いて確

認したところ、ワークシート別の集計結果と、ほぼ同様の

割合の傾向にあることが明らかになった。
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　授業理解におけるリフレクション浅深について比較した

ところ、ワークシート単位、受講者単位ともに、対面授業

で深いリフレクションの記述の割合が高く、受講者ごとで

ばらつきが出ることが示唆された。また文字数の多い受講

者、学習時間の長い受講者にも深いリフレクションの記述

の割合が高い傾向にあることが、明らかになった。
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　eラーニング授業では、対面授業より文字数が多くばら

つきが大きい傾向になること、また受講スタイルごとで学

習時間の長さが異なるという結果は、eラーニング授業受

講者は、個人の学習傾向自体に差が出やすい傾向（大山ら 

2010）があると考えられる。

　リフレクションの浅深では、対面授業受講者の方が深い

リフレクションの記述をする割合が高く、かつ内容にばら

つきが見られた。対面授業では協調学習があることから、他

者の意見を聞くことで生まれる学習効果によって、深いリ

フレクションの記述につながり、また記述できる時間に制

限があることから、ばらつきが出た可能性が考えられる。
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プロジェクト型授業の経験が大学生の学習観変容に及ぼす影響

The effect of Project-based learning experience on transforming beliefs about learning
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　近年、アクティブラーニングの導入が進められている。そ

の技法であるプロジェクト学習（ÐÂÌº Ðòïêeãt Âáóeä 

Ìeáònénç）には、３つの特徴がある（益川¬尾澤2016）。①

現実世界の問いに対し、②複雑な状況を解決する協調活動

を通して、③活動の成果を形（人工物）に残し学びの成果

を共有することである。

　学習観とは「学習とはどのようなものか」とする個人の

学習に対する認識で、学習経験によって形成され、学習行

動を決定づける（堀野¬市川 1993 º高山 2000）。

　そこで、本研究では、プロジェクト学習が知識基盤社会

に必要（益川 2015）とされる学習観習得への有用性を吟味

するために、プロジェクト型授業の履修経験の有無が大学

生の学習観に与える影響を明らかにすることを目的とする。
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　本研究は、学習成果に関するレポートによる研究1とイン

タビュー調査の研究２から構成される。

　研究１は、Ð大学Ñ学部2019年度開講の授業Ôの学期末レ

ポート66名分を対象に行われた。授業Ôは、プロトタイピ

ングを含むプロジェクト型授業である。得られたデータは

木下（2003）のÍ­ÇÔÁを援用し学習観習得のモデル構築

を行った。

　研究２は、授業Ôの履修経験者４名と非経験者３名から

なる合計７名のÐ大学Ñ学部の２年生を対象とした。半構

造化インタビューは、高校入学から大学２年生３月までの

学習観習得に影響のあった経験を中心に実施した。

　インタビューデータから逐語録を作成し、安田ほか

（2015）のÔÅÁ（Ôòáêeãtïòù Åñuéæénálétù Áppòïáãèº ÔÅÁ 

複線経路等至性アプローチ）を用いて整理し、プロトタイ

ピングを含むプロジェクト型授業の履修経験者と非履修経

験者の学習観習得のプロセスを分析した。

　なお、本研究は「人を対象とする研究に関する倫理委員

会」の承認を得て実施した（承認番号2019­309）。
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　分析の結果、最終的に２領域【】、５カテゴリー《》、22

の概念¼¾が生成され理論的飽和に達した。

　学生は、【プロトタイピングを含むプロジェクト型授業】

を履修したことで、【講義重視・一方向型授業】を『今まで

の授業』と捉え、授業は¼一方向な講義を聞く授業¾で¼単調

でつまらない¾と位置づけし、¼新しいことを生み出さない¾

ことを習得した。

　次に、【プロトタイピングを含むプロジェクト型授業】で

『デザインシンキングプロセス』を経験し、プロトタイピン

グを行った。それにより『今までの授業との違い』は¼デザ

インをする側の立場から思考すること¾と学習を位置づけ

し、『学習に対する定義』においても¼面白い、楽しい、刺

激的¾であると変化が現れた。さらに、学習経験が将来¼ク

リエイティブに自ら考え作る¾ことなど『キャリアに対する

効果』につながることを認識した。
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　研究協力者７名のÔÅÍ¯ÔÌÍÇ図を作成した後、Í­ÇÔÁ

で概念化を行い、統合されたÔÅÍ¯ÔÌÍÇ図を作成し研究

協力者の学習観を明らかにした。

　研究協力者７名は、【大学受験の時期】に【自分の意志と

は違う働きかけ】や【前向きになる働きかけ】に葛藤し¼進

路選択に悩む¾中で、¼強制的に知識を詰め込む学習者¾と意

味づけし¼行動主義的学習観¾を習得した。

　【大学１・２年生の時期】では、¼講義重視の授業は学び

が小さい¾経験から¼強制的に知識を詰め込む学習者を否定

する¾と意味づけし、¼行動主義的学習観を否定する¾ことを

習得した。

　続いて¼対話型・演習重視の授業は学びが大きい¾経験か

ら¼対話により知識を構成する学習者¾と意味づけし、¼構成

主義的学習観¾を習得した。

　一方、プロトタイピングを含むプロジェクト型授業を履

修した４名は、¼プロトタイプにより周囲を納得させる作り

手¾と意味づけし、¼知識創造的学習観¾を習得した。

ᴲᴫᐎߔ

　演習重視・参加型授業を経験することで、構成主義的学

習観を得られる可能性はある。しかし、プロトタイピング

（人工物）（益川¬尾澤 2016）のような経験がなければ、知

識創造的学習観を得ることはできない。

　意図を自分で検討し、意図を形にして伝え、批判を受容

し作り直す「トライ¦エラー」を繰り返す学習経験が、新

たな学習観の習得となり、成果として¼周囲を納得させる作

り手¾の視点を得ることができたと推察する。
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複雑なレイアウトを持つ近代文書「日米新聞」用の OCR の開発研究

Research and development of OCR for modern document with complex layout, 

“Nichibei Shinbun”
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　邦字新聞デジタルコレクションÛ1Ýは、明治時代から第二

次世界大戦の頃までに、日本人の移民によって作られた新

聞を全ページオープンアクセスすることのできるサービス

である。全ページに対して、ÏÃÒによってテキスト化は行

われているものの、誤認識が多く実用的な精度ではない（図

１）。そのため、邦字新聞デジタルコレクションに適した

ÏÃÒのソフトウェアを開発し、テキスト化を行う必要があ

る。本研究では、邦字新聞デジタルコレクションの「日米新

聞」を対象とし、データセットの構築。レイアウト解析を中

心に研究を行う。

 図１　邦字新聞デジタルコレクションテキスト化の例
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　日米新聞画像を「新聞の外枠」「段組」「タイトル」「縦に

書かれた文章領域」「横に書かれた文章領域」「見出し」「写

真や挿絵などの新聞の装飾部」の７つラベルに分けてアノ

テーションを行い、日米新聞レイアウトデータセットの作成

を行った。アノテーションは以下の数になった。

表１　 レイアウト解析に用いた日米新聞レイアウトデータの

アノテーション数

㼀㼞㼍㼕㼚㻌 㼂㼍㼘㻌 㼀㼑㼟㼠㻌

㻼㼍㼓㼑㻌 140㻌 15㻌 15㻌

㻾㼛㼣㻌 2791㻌 279㻌 443㻌

㼀㼕㼠㼘㼑㻌 80㻌 2㻌 7㻌

㼀㼑㼤㼠㻌 10956㻌 1190㻌 684㻌

㻴㼛㼞㼕㼦㼛㼚㼠㼍㼘㻌㼠㼑㼤㼠㻌 1738㻌 182㻌 102㻌

㻻㼞㼚㼍㼙㼑㼚㼠㻌 1212㻌 127㻌 142㻌

㻴㼑㼍㼐㼕㼚㼓㻌 2089㻌 209㻌 255㻌

⥲ᩘ㻌 19006㻌 2004㻌 1653㻌

��ǽʶɮɬɰʒᜓ౏

　レイアウト解析は、Énótánãe Seçmentátéïnを実行でき

る、Äeteãtòïn2からフォークされたÄeteãtòïn2­òeóneótを

用いて解析を行った。データセットは、日米新聞レイアウト

データセットのÔòáénデータセットを用いて学習をした。手法

は、ÍáóëÒÃÎÎ­ÒeóÎeØt101とÃáóãáäeÒÃÎÎ­

ÒeóÎeSt200を用いた。精度の評価は、Öáléäátéïnデータ

セットのセグメントに対して、ÃÏÃÏ Äátáóetにおける

mÁÐを算出し、mÁÐの数値による比較を行なった。結果と

して、ÃáóãáäeÒÃÎÎ­ÒeóÎeSt200の手法を用いて、前処

理にバイラテラルフィルタをかけて学習を行なった条件が、

今回の実験において精度の高い結果となった。
表２　レイアウト解析結果

㼙㼑㼠㼔㼛㼐㻌 㻹㼍㼟㼗㻾㻯㻺㻺㻙

㻾㼑㼟㻺㼑㼄㼠101㻌

㻯㼍㼟㼏㼍㼐㼑㻾㻯㻺㻺㻙

㻾㼑㼟㻺㼑㻿㼠200㻌

㻼㼍㼓㼑㻌㻭㻼㻌 100㻌 100㻌

㻾㼛㼣㻌㻭㻼㻌 77.3㻌 82.4㻌

㼀㼕㼠㼘㼑㻌㻭㻼㻌 100㻌 100㻌

㼀㼑㼤㼠㻌㻭㻼㻌 59.3㻌 64.4㻌

㻴㼛㼞㼕㼦㼛㼚㼠㼍㼘㻌㼠㼑㼤㼠㻌㻭㻼㻌 46.3㻌 49.5㻌

㻻㼞㼚㼍㼙㼑㼚㼠㻌㻭㻼㻌 60.4㻌 53.3㻌

㻴㼑㼍㼐㼕㼚㼓㻌㻭㻼㻌 38.1㻌 39.4㻌

㼙㻭㻼㻌 68.8㻌 69.9㻌

��ǽᝣɒᬲ૜ް

　日本語で書かれた新聞は、右上から左下に読む読み方が

基本である。しかし、その法則をそのまま読み順推定に用い

ても、複雑なレイアウトを持つ日米新聞に適応することは難

しい。そのため、本研究では、複雑性に対応した読み順推

定を提案することにより、文書の読み順を整え、テキスト化

後に読みやすい文書の提供を行えるようにした。結果とし

て、提案手法がt検定によって２つの手法間に有意差

（p¼0®05）があり、効果量は1®54となった。検定力は0®73と

なったことから、本研究で提案した手法の方が精度が高

かったと言える。

��ǽᐎߔˁፀ論

　日米新聞レイアウトデータセットのアノテーション数を

増やすとともに、邦字新聞デジタルコレクションに保存され

ている他の新聞も対象として、複数社の新聞のレイアウト

データセットの構築を行い、レイウト解析による評価を行う

必要がある。

��ǽȝɢɝȾ

　本研究では複雑なレイアウトを持つ近代文書である日米

新聞を対象にÏÃÒを行うための重要な手順であるレイアウ

ト解析を中心に研究を行った。今後は、データセットを増や

すことによる精度の向上と効率の良いアノテーションツー

ルの開発、読み順推定の改善を行いたい。

Վᐎ文စ
Û1Ý  Èïïöeò Énótétutéïn ánä Stánæïòä Õnéöeòóétù¬ “Èïêé Sèénâun 

Äéçétál Ãïlleãtéïn”¬ èttpóº¯¯èïêéóèénâun®èïïöeò®ïòç¯ 
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21 世紀型能力の論理的思考力の育成を目指した
ゲーム型教材「ラスワン」の開発および評価

Development and evaluation of Game-Based Learning material “Las ONE” for 

improving Logical Thinking Ability of 21st Century Competencies in Japan

ʹ᥿ǽՓᮓᔾᴥSÁÎÏ¬ Ùuëáòéᴦǽǽ઩߳ᴷ೘ႎǽᛀ̿

ᴮᴫɂȫɔȾ

　ゲーム学習は、学習意欲の向上や、効率的な学習、試行

や失敗から学ぶ環境を作りやすい、といった特徴がある。こ

れらの特徴を持つゲーム型教材は、問題に直面した際に、集

めた情報・知識を統合して、新しい答えを創り出す力を育

成する上で、有用であることが考えられる。そこで本研究

では、21世紀型能力における論理的思考力の育成を促す

ゲーム型教材の開発および評価を行うことを目的とする。

ᴯᴫɼ˂ʪټଡ଼యȈʳʃʹʽȉɁᩒᄉ

　「ラスワン」は、対戦ゲームと数学パズルの２種類で構成

するゲーム型教材である。対戦ゲームは、カードとタブレッ

ト端末を用いて、２～４名で行うものである。数学パズル

は、対戦ゲームをプレイする際に起こりうる場面を紙面に

提示し、適切なカードの選択を回答させるものである。

　ラスワンを利用することで、２点の学習効果が期待され

る。１点目は、21世紀型能力の基礎力の１つである数量ス

キルの段階的・統合的な定着である。ラスワンで用いるカー

ドの一部は、学習指導要領解説算数編の小学校第３～６学

年の学習内容に対応している。これらのカードを取捨選択

することで、学習者の発達に応じた段階的・統合的な学び

ができる。２点目は、論理的思考力の育成である。カード

の裏面にある表記をヒントに、他者の手札を推察すること

で、自分が有利になる戦略を論理的に考えることができる。

ᴰᴫᝩ౼

ᴰᴫB ǽക要

　小学校第５学年31名を被験者として、集団方式によって

調査を実施した。被験者は、ルール説明の確認後、グルー

プに分かれて対戦ゲームのプレイおよび、数学パズルの挑

戦をし、数学パズルの解答について実験者から説明を受け

た。その後、再度対戦ゲームをプレイし、最後に、数学パ

ズルテスト、推論テスト、アンケートに回答した。

　数学パズルテストは、数学パズルの選択した手札と選択

理由について回答させるテストである。推論テストは、

Åëótòïm et ál®¬（1976）に基づいた演繹的推論と帰納的推

論を測定するためのテストである。アンケートは、Ëelleò

（2009）のÉÍÍSに基づいた教材に関する質問、および、西

村ほか（2011）が開発した学習への動機づけについて尋ね

た選択式質問項目と、ゲーム型教材の長所や短所について

尋ねた自由記述式質問項目で構成したものである。

ᴰᴫᴯ ǽፀ౓ȝɛɆᐎߔ

（１）教材への学習意欲および教材への印象

　ÉÍÍSに基づいた教材に関する４件法のアンケートを否

定的回答と肯定的回答に分け、直接確率検定をした結果、第

一印象からゲームプレイまで、退屈さや焦燥を感じること

なく、関心を持って取り組むことや、従来の教材よりも論

理的に考える教材であると感じる学習者が有意に多いこと

が明らかになった。また、ラスワンの長所・短所について

尋ねた自由記述式質問項目からは、学習者自身が論理的思

考力の育成について効果を感じていることなどが示された。

（２）ラスワンプレイ時の戦略と論理的思考力の関連性

　数学パズルテストと、推論テストの得点を用いて相関分

析をした結果、相関係数は0®52であり、中程度の相関があっ

た。このことから、ラスワンをプレイする際の戦略のレベ

ルは、学習者の演繹的推論および帰納的推論の高さと関係

していることが示唆された。

（３）数学パズルのレベルに関わりのある要因の探索

　数学パズルテストの得点を目的変数とし、要因として考

えられる11項目を説明変数とする重回帰分析の結果、５％

水準で有意であった要因は、４教科の総合評価（β ＝0®5）、

自律的学習動機づけにおける取り入れ的調整（β ＝0®45）、外

的調整（β ＝－0®62）であった（áäêuóteä Ò² ½0®38）。

　今後の課題は、学習効果を明らかにするために、縦断的

調査やコホート研究を行うことである。

ऀႊ文စ

Ëelleò¬ Ê® Í®（2009）Íïtéöátéïn Äeóéçn æïò Ìeáònénç ánä 

Ðeòæïòmánãe；Ôèe ÁÒÃS Íïäel Áppòïáãè® Îe÷ Ùïòë：

Spòénçeò SÂÍ

西村多久磨，河村茂雄，櫻井茂男（2011）自律的な動機付けとメタ認

知的方略が学業成績を予測するプロセス® 教育心理学研究¬ 59：

77­87

Òutè Â Åëótòïm et ál®¬（1976）Ëét ïæ Æáãtïò­Òeæeòenãeä 
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高校生のアクティブラーニング型授業における
学業的援助要請と学習意欲の変化

Changes in Academic Help-Seeking Behavior and Motivation 

for Learning in Active Learning Classes of High School Students

ٞǽ߸ࡄᴥÄÁÎ¬ Îáïtáëáᴦǽǽ઩߳ᴷտऻǽԛய

��ᑔǽ௑

　文部科学省は，平成30年高等学校学習指導要領の改定の

中で主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業の改善

を掲げており，既に行われている優れた教育実践の教材，指

導案などを集約・共有化し，各種研修や授業研究，授業準

備での活用のために提供するなどの支援の充実させること

を急務としている．そこで，現行体制下で授業を受けてい

る高校生の自己効力感に着目し，継続的に取得することで

学習意欲に与える影響を明らかにすることとした．

��஁ǽศ

　研究１は，普通科理系，普通科文系及び探究科で構成さ

れる公立Ｘ高校の第２学年からそれぞれ１学級を抽出し，

計３学級118名（男子51名，女子67名）を対象とする質問紙

調査を行った．設問は，特性的自己効力感尺度（成田ら 

1995），学業的援助要請尺度（野﨑 2003）及びÁÒÃS­Ö（ケ

ラー ¬Ê®Í® 2010）を参考に筆者が作成した問いを採用した．

実施時期は，2019年度第２学期とし，アクティブラーニン

グ型授業（総合的な学習）のカリキュラム開始前，中期（中

間発表会後）及び終了後（最終発表会後）とした．

　研究２は，質問紙調査の参加者118名に対して募集し，趣

旨に賛同した20名（男子６名，女子14名）に対してカリキュ

ラム中期に半構造化面接による面談調査を行った．

��ፀǽ౓

　研究１では，学業的援助要請（適応的要請）の得点を分

散分析した結果，（Æ （2¬170）½ 6®87¬ p ¼ ®01），多重比較

（Séäáë法¬ ５％水準）を行ったところ，事前調査と事後調

査及び中間調査と事後調査の間で有意な差がみられた．ま

た，学習意欲（関連性）の得点を分散分析した結果，（Æ （2¬ 

170）½ 3®36¬ p ¼ ®05），多重比較（Séäáë法¬ ５％水準）を

行ったところ，事前調査と中間調査及び中間調査と事後調

査の間で有意な差がみられた．

　３回にわたる生徒の自己効力感等が相互に影響を与えて

いないか因果関係を検討するために，交差遅延効果モデル

による分析を行った．最も評価が高かったモデルの適合度

はχ2 ½ 194®98¬ äæ ½ 55， p ¼ ®001， ÇÆÉ ½ ®75¬ ÁÇÆÉ ½ ®64¬ 

ÒÍSÅÁ ½ ®17¬ ÁÉÃ ½ 240®98であり，因果関係を適切に説

明できるモデルとはならなかった．
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図１ 自己効力感と抽出語の対応分析

　研究２では，面接で得られた生徒の発話を自己効力感の

高中低群別に対応分析（図１）を行ったところ，高群には

自分よりも優れている人の良さを認め積極的に取り込むこ

とを説明する概念が，中群には総合的な学習に対する興味

を持続できないことを説明する概念が，低群には総合的な

学習の学び方について理解が不足していることを説明する

概念が集まった．

��ᐎǽߔ

　本研究では，授業の前後において自己効力感と学習意欲

には有意な差が見られなかった．これは，学校の授業であ

るということから，良い成績を取ろうとする生徒の気持ち

が学習意欲を高い状態に維持していたと考えられる．とり

わけ，自己効力感の高い群にある生徒が実践している「自

分よりも優れている人の良さを認め積極的に取り込む行

動」を生徒に遂行させることで，適切な学業的援助要請が

行われるとともに学習意欲の維持向上が図られると考える．

また，教師は，学習の結果よりも学習の過程を重視するア

クティブラーニング型の授業では，生徒たちの学習の状態

をつぶさに観察し，つまずきや意欲低下の原因を把握する

とともにファシリテーターとして適時適切に支援すること

を求められていると考える．
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日本語非母語話者を対象にした小学校の学校配布プリントにおける
イラストに関する調査

A study of Illustrations in Elementary School Handouts 

for Non-Japanese Parents
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���ᑔ௑Ȼᄻᄑ

　近年、日本の小学校では、外国人の保護者が増加してお

り、学校配布プリントの理解に問題を抱えている。言葉の

支援が主になされているが、保護者の勉強時間の確保や暗

黙知の視点で言語の支援だけでは限界があるのが現状であ

る。イラストは文章を読むときに注意喚起や理解の向上な

どの機能を果たし（Ìeöée ¦ Ìentú¬1982）、第二言語話者

の文章理解も促進する（Ïmmáçéï¬1978）。しかし日本で

は非母語話者に対して、そのようなイラストに着目した研

究はなされてこなかった。そこで本研究では、学校配布プ

リントで掲載されている、イラストがどのように日本語非

母語話者に役立つのか明らかにすることを目的とし、さら

なる支援の向上を目指した。

���̜Ұᝩ౼ࢳޙ�ʡʴʽʒȾષоȨɟȹȗɞɮʳʃʒɁᝩ౼

����஁ศ

　小学校で実際に配布された学年プリント397枚を収集し、

行事のお知らせ欄のイラスト数とその種類を調査・分析した。

����ፀ౓Ȼᐎߔ

　学年プリントに記載されている、お知らせの内容は

41®2¥が行事に関するものであり、その中で、保護者に何

らかの行動が求められるものは65®2¥であった。行事の中

のイラストの数では、授業参観や運動会、プール開きが上

位３つであった。しかし行事にあまり関連のないイラスト

も、近くに挿入されていた。また、プリント紙面全体でも

関連のないイラストが多用されていることも確認された。

���ᆅሱ�ᴷʩʭʽʨ˂̷ί឴ᐐɋɁɮʽʉʝʯ˂
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　現在、日本在住のミャンマー人の保護者３名に、学校配

布プリントで困っていること、またイラストの印象などに

ついて半構造化インタビューを行った。

����ፀ౓Ȼᐎߔ

　ミャンマー人保護者は、①明文化されていない細かい規

範がわからないことと、②プリントの中でどれが大切な情

報かわからないことに問題を抱えていることが明らかと

なった。特に①では学校によって言葉の指すイメージが異

なっているため、他校のミャンマー人保護者に聞くことが

できず、より保護者にとって負担が大きいことがわかった。

そのため、明文化されていない情報を補完するようなイラ

ストや、大切な情報であることを示すイラストが必要と考

えられる。

���ᆅሱᴯᴷɮʳʃʒɁᤏȗɛɞю߁ျᜓɁᝩ౼
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　ミャンマー在住のミャンマー人114名を対象に、事前調査

のイラストをもとに、「Ⅰ行事を表象したイラスト群（以下

Ⅰ）」「Ⅱ行事を表象していないイラスト群（以下Ⅱ）」「Ⅲ

イラストなし群（以下Ⅲ）」に分けて、学校のお知らせを読

んでもらい内容理解確認テストと印象を調べた。また、そ

の中から7名にフォローアップインタビューを行った。

����ፀ౓Ȼᐎߔ

　Ⅰが最も内容理解テストの得点が高く、Ⅱがもっとも低

く、有意差が見られた。また、両者の間には親しみやすさ

など、イラストの印象についても有意差が見られた。イン

タビューでは、Ⅰはイラストを元に内容を理解した発言が

確認されたが、ⅡやⅢでは、自分の経験や日本語の知識な

どから理解していた。特にⅡは、イラストの印象はあまり

残っていないことが多かったが、イラストと文章の関係性

を推測する発言も見られたことから、イラストによって注

意を阻害され、得点が低くなったと考えられる。Ⅰでは、特

に行事についての背景知識が乏しかったため、文脈を表し

ているイラストが理解に役立ったと考えられる。

���пͶɁᐎߔ

　ミャンマー人保護者は背景知識が不足している情報のイ

ラストを欲していることがわかり、ミャンマー人の調査か

ら背景知識が不足する内容において、イラストが読み手の

理解を促進することが明らかとなった。しかし理解を促進

するためには文章とイラストの情報は関連がある必要があ

ることもわかった。その他に動機付けの効果や注意喚起の

効果も持つことがわかった。一方、内容に関連のないイラ

ストは理解の促進や動機付けの効果が見られなかった。

Վᐎ文စ
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大学生が有する STEM 分野の学習観と学習経験に関する探索的分析

An Exploratory Analysis of Students' Perspectives

and Learning Experiences in STEM Fields

˽ࠞǽ᪾៱ᴥÍÁÒÕÙÁÍÁ¬ Íáóáëéᴦǽǽ઩߳ᴷ೘ႎǽᛀ̿

ᴮᴫɂȫɔȾ

　SÔÅÍ教育とは，「既存の教科（理科，数学，技術，情報

など）の枠組みを超えて横断的かつ探究的に学ぶだけでな

く，問題発見・解決のプロセスを実践する新しい学びのフ

レームワーク」（森田ほか 2018）である．アメリカ合衆国

を発祥とするフレームワークであるSÔÅÍ教育は，近年，日

本のみならず，世界各国で広がりを見せている．社会の変

化に応じて，教育や科学技術の政策が目まぐるしく変化す

る中，SÔÅÍ教育は，各国における政策として重視される

ようになりつつある．

　一方で，SÔÅÍ分野の定義は，必ずしも明確とはされて

いない．そのため，SÔÅÍという言葉が，Sãéenãeなど単

一の意味を指している場合が多く，分野の統合を目指した

研究が，十分に行われていないことに関する指摘がなされ

ている（ÅÎÇÌÉSÈ 2016）．本研究では，SÔÅÍ分野の学

習観および学習経験に関して，学生を対象としたインタ

ビューによる調査を中心とした分析により，探索すること

を目的とした．

ᴯᴫ஁ศ

　本研究では，半構造化面接法を用いた，インタビューに

よる調査を実施した．研究参加者は，私立大学に所属する

１年生または２年生の６名であった．インタビューによる

調査により，研究参加者から，SÔÅÍ分野の学習観および

学習経験に関する語りのデータを得た．なお，インタビュー

による調査は，×eâ会議システムを用いて実施した．

　語りのデータを分析するため，SÃÁÔ（大谷 2008）を用

いた．SÃÁÔは，セグメント化されたテクストに対して，

「¼1¾ テクスト中の注目すべき語句」，「¼2¾ それを言いかえ

るためのテクスト外の語句」，「¼3¾ それを説明するような

テクスト外の概念」，「¼4¾ そこから浮かび上がるテーマ・

構成概念」の４段階を経てコーディングを行い，コードを

もとに理論化する手法である．¼4¾で示したテーマ・構成概

念を使用し，ストーリー・ラインおよび理論記述を書き出

した．そして，ストーリー・ラインおよび理論記述をもと

に，学生が有するSÔÅÍ分野の学習観と学習経験について

考察した．

ᴰᴫፀ౓Ȼᐎߔ

　研究参加者６名による語りを書き出した結果，合計193の

セグメントが生成された．すべてのセグメントに記された

テクストについて，SÃÁÔを用いた分析を実施した結果，学

習観について18，学習経験について55の理論記述が得られ

た．

　研究参加者が有するSÔÅÍ分野の学習観として，特徴的

な２名の語りから得られたストーリー・ラインを，以下の

通り考察した．なお，［ ］は，コーディングにより記入し

たテーマ・構成概念であることを示す．

　ある研究参加者は，SÔÅÍ分野の学びについて，［学問分

野の統合に関する印象］を有しており，［脱教科による広範

な視野からの学び］が特徴であると捉えていた．特に，［知

識の習得から外化への転換］や，［知識の習得から活用への

転換］といった，知識の習得だけでなく，情報を活用し外

化するといった学びへのシフトを意識していた．

　異なる研究参加者は，SÔÅÍ分野そのものには，Û旧来の

教育からの変化の見えなさ］を感じつつも，［SÔÅÍ各分野

に関する学習への理解］があったため，［SÔÅÍ分野の学習

内容へ対する肯定的意見］を述べることがあった．ただし，

［教育課程の偏りへの批判的見解］を有しており，SÔÅÍ分

野へ偏ることは望ましくないと考えていた．また，この研

究参加者は，子どもの［健康的な悪影響への懸念］や［負

担増大への懸念］から，SÔÅÍ教育は［将来性を見据えた

やむを得ない導入］となるとの考え方を有していた．

Վᐎ文စ
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授業におけるグループワークのメンバー構成

Group Composition in School Classes
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��ǽࣃ論

　グループワーク（以下，Ç×）は世界中で様々な目的のた

めに使用されている．本研究では，教員がÇ×授業において，

学生をどのようにサポートすべきか検討するために，Ç×の

メンバー構成の設計レベルで示唆を得ることを目的とした．

　具体的には，学生がÇ×メンバーに期待する理想のメン

バー像から，Ç×で必要な力を抽出し，その必要な力の傾

向別にÇ×での態度と行動の関係を検討する． 

��ǽᆅሱᴮǽɺʵ˂ʡʹ˂ɹɁʫʽʚ˂ЅȾᩜȬɞᆅሱ

　学生がÇ×メンバーに期待する理想のメンバー像は， ËÊ

法で分析した結果５つに分類された．1® 意見を言ってくれ

る人，2® 意見を聞いてくれる人，3® リーダーをやってくれ

る人，4® フォロワーをやってくれる人，5® 仲間でワイワイ

できる人であった．またÇ×の良い面として，一人では考

えられない多様なアイデアを知りグループ内で共有して一

つの形にすることができる回答が多かった．そのため「1®意

見を言ってくれる人」を求めたと考えられる．このことか

らも，学生にメンバー間の良い差は受け入れられている．一

方で，その差のコントロールが難しい面でもあった．その

ため，意見を言う立場に立つと対立した意見であっても「2® 

意見を聞いてくれる人」の意見を聞く姿勢を期待したと考

えられる． 

��ǽᆅሱᴯǽɺʵ˂ʡʹ˂ɹȺ॒要ȽӌȾᩜȬɞᆅሱ

　Ç×で必要な力として，総合的な力の「チームワーク力」

と，その中の力として「フォロー力」と「リーダー力」の２

種類の力が抽出された（図１）．さらに，学生はフォロー力

とリーダー力の両方の力を育てる必要があると認識してい

ることが示唆された．たとえば，フォロー力が強い学生は，

自ら積極的な発言をしなければいけないことを認識してい

る．リーダー力が強い学生も，人の話を聞こう，人を理解

しようとメンバーを受容しなければならないと認識してい

る．両者とも，もう片方の弱い力を育てようとしていること

が推測される．また，Ç×で必要な力とÇ×評価（態度）の

関係は，フォロー力が強い学生はÇ×評価に対し，自分は自

分，メンバーはメンバーと分けて捉えることが示唆された．

一方で，リーダー力が強い学生はÇ×評価に対し，メンバー

を介して捉えることが示唆された．そのため¬メンバーに対

してイライラする態度の影響が生じると推測される．

図１　グループワークで必要な力（主成分得点散布図）

��ǽᆅሱᴰǽɺʵ˂ʡʹ˂ɹɁʫʽʚ˂ഫ਽ȾᩜȬɞᆅሱ

　行動得点（出席数，レポート提出数，クイズ提出数の合

計）を使用し，グループ内のバランスを不均衡にしたミッ

クス群と均衡にした同一群を設定し，レポート提出数の差

を検討した結果，行動得点が低いメンバー同士の構成にお

いてレポート提出数が有意に多くなった．また，Ç×で必

要な力と行動の関係は，フォロー力が強い学生は，モチベー

ションを下げるようなメンバーがいると，行動得点に負の

影響があることが示唆された．リーダー力が強い学生も，メ

ンバーに対して働きかけるスキルをうまく活かせなければ，

行動得点に負の影響があることが示唆された．

��ǽ፱նᐎߔ

　授業におけるÇ×は，メンバー間の差が良い面でもあり

難しい面でもある．学生のチームワーク力が育っておらず，

差のコントロールが難しくなると，学生の態度や行動に影

響が生じる．そのため，授業におけるÇ×のメンバー構成

は，学生の足場かけとして，メンバー間の差を少し背伸び

すればコントロールできる範囲に調節する必要があると考

える．一方，大きな差をうまくコントロールできる力が育

てば，Ç×のメンバー構成は多様性を重んじるランダムで

良いと考えられる．Ç×授業を通して徐々に備わるチーム

ワーク力は，社会で役に立つスキルになるだろう．
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水耕栽培機器を用いた野菜栽培とその調理体験が
子どもの野菜嫌いの改善に与える効果

The Effect of Improving Children's Dislike of Vegetables by Cooking with Self-

Cultivating Vegetables Made with Hydroponics Equipment
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　子どもの食育の問題の一つに野菜嫌いをはじめとする偏

食があげられる．これは，生活習慣の形成，基礎期にある

子どもの心身の発達に少なからず不健康な影響を与えてい

ると指摘されている（名村 2009©®

　平成22年度児童生徒の食生活実態調査によると，嫌いな

食べ物の10位までを野菜が占めており，成長しても食べない

傾向は，小学生より中学生は約20％と２倍以上に増加してい

る（多々納 2014©．このことから，小児期の偏食は大人になっ

てからの食生活に影響を及ぼすことが考えられる®

　イギリスのÌáuòen¬ Å® Í® ら（2018）の研究では，幼少

期の子どもにも手間をかけることで愛着が強まるという行

動心理ÉËÅÁ効果Îïòtïnら（2012）が認められ，自作の物

を好きになる効果が示唆されている．そこで本研究では，家

庭用ÌÅÄ照明，及びスマホ連動型水耕栽培機を用いた食育

ワークショップを開発し，保護者の食育への意識変容と子

どもの野菜嫌いの改善に与える効果と支援を検討すること

を目的とした®

��ǽᆅሱ஁ศ

　本研究は，水耕栽培機使用に関する研究1とワークショッ

プ開発の研究２から構成される®

　2019年９月21日，2019年10月19日，2020年6月13日に，都

市部近郊在住の３歳～８歳の子ども８人（男性３人女性５

人，平均年齢5®3歳）と，その保護者（女性８人，平均年齢

39®4歳）８組16人に対し，親子による水耕栽培機での野菜

栽培と調理体験の調査を行った．　　

　研究１では，保護者の食育への意識変容を調べるために

自由記述のアンケート調査を行った．得られたデータの傾

向と特徴を探索するため，大谷（2008¬ 2011）のSÃÁÔを採

用し，野菜嫌い改善への共通点や関連性の観点から内容分

析を行った．

　研究２では、子どもの野菜嫌いが事前事後で改善したか

どうかを調べるために食事量の測定を行った．さらに，

ÌÉÎÅでのアンケートをもとに，野菜に対する愛着がどの

ように育つのかを検討した．そして，親子がそれぞれ主体

的に食育（とりわけ野菜嫌い改善）について学ぶことので

きる食育ワークショップ開発を行い，子どもの野菜嫌い改

善と支援を検討した．

��ǽፀ౓ᴮᴥ෩ᐖ಑ڗൡɥႊȗȲᆅሱᴦ

　分析対象となった自由記述は，字数10078，平均字数1832，

最大値10078，最小値12であった．SÃÁÔによる分析の結果，

８人の記述を127のセグメントとして分類し４つのカテゴ

リ（【 】）と８つのサブカテゴリ（［ ］）が生成され，19の

概念（＜＞）が生成された®

　保護者は，【食育への関心】（23件）を通して，研究への

参加を＜学びの機会＞と捉え，子どもの野菜嫌い改善の方

法を考えていた．また，【コミュニケーションの尊重】 （27

件）を通して，［専門家への信頼］の重要性が＜学ぶための

ツール＞や＜主催者との出会い＞などの親和性によって繋

がることを実感した．そして，野菜栽培と調理体験の後，

【子どもへの支援】を概観することで，子どもとの［情動の

共有］の大切さに気づき，親子共に＜自作野菜への愛着＞

を深めていった．そして，保護者は，【成長移行期の理解】

（40件）を通して，［親としての責任］から，＜親の思いと

のギャップ＞がありながら＜食育環境を変革する存在＞と

して子どもを支援していこうと食育への意識が変容した．

その結果，事前より事後の方が子どもは今まで食べなかっ

た野菜を食べるようになり野菜の＜食事量の増加＞が見ら

れた．さらに，子どもは，［他の学習の準備］として＜理科

への関心＞や＜家庭科への関心＞を示す結果が得られた®

��ǽፀ౓ᴯᴥʹ˂ɹʁʱʍʡᩒᄉᴦ

　野菜嫌い改善を目的とした食育ワークショップの参加者

の中で最も食事量の変化がみられたのは参加者Áさんの子

どもで，最小値52％から最大値100％に増加する結果が得ら

れた．最終的に，食育ワークショップに参加したすべての

子どもたちの食事量が増加した．また，親子は野菜栽培と

調理体験を通じて自作野菜への愛着，イケア効果 Îïòtïn

ら（2012）の影響が示唆された．

��ǽ፱նᐎߔ

　研究１，２の結果から，水耕栽培機を用いた野菜栽培と

ワークショップ型の料理教室に参加することで，保護者の食

育への意識変容が示された．さらに，野菜栽培により＜自作

野菜への愛着＞が生まれ，植物観察や調理の手伝いが＜理

科や家庭科への関心＞に繋がることが期待された．このこと

により，子どもの＜食事量の増加＞が示され，子どもの野菜

嫌いの改善に与える効果が認められたと考えられる® 


